


寒
さむ

いのはどんなところ？ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .4

日
に

本
ほん

海
かい

側
がわ

に雪が多い理
り

由
ゆう

 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .6

北
ほ っ

海
か い

道
ど う

を見てみよう . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .7

農
のう

業
ぎょう

１ 寒
さむ

い土地での米づくり . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .8

農業 ２　冬はホウレンソウづくり . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .10

酪
らく

農
のう

　広い牧
ぼく

場
じょう

で乳
にゅう

牛
ぎゅう

を育
そだ

てる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .12

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

良
りょう

質
しつ

の木
もく

材
ざい

は家
か

具
ぐ

にむく . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .14

　　　校
こう

庭
てい

でスキーの授
じゅ

業
ぎょう

 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .16

住
じゅう

　家の中全
ぜん

体
たい

があたたかい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .18

衣
い

身
み

につけるもののくふう . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 20

道
どう

路
ろ

１ 安
あん

全
ぜん

な道路にするくふう . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 22

道路 ２　たいへんな除
じょ

雪
せつ

と排
はい

雪
せつ

 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .24

祭
まつ

り　雪と氷
こおり

があるから遊
あそ

べる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26

動
どう

物
ぶつ

寒
さむ

さに強い野生動物 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 28

植
しょく

物
ぶつ

　寒さにたえる樹
じゅ

木
もく

や草花 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30

食　からだをあたためる料
りょう

理
り

 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32

コラム 　アイヌの人たちの歴
れき

史
し

とくらし . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 34

日本全
ぜん

国
こ く

の寒
さ む

い土地 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 35

三
さん

陸
りく

地
ち

方
ほう

海
かい

岸
がん

ぞいを走る列
れっ

車
しゃ

 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 36

十
とお

日
か

町
まち

市
し

住
じゅう

民
みん

が協
きょう

力
りょく

して冬をすごす . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 38

前
まえ

橋
ばし

市
し

　からっ風で、たこあげ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 40

白
しら

川
かわ

郷
ごう

世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

の村の雪
ゆき

景
げ

色
しき

 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 42

鳥
とっ

取
とり

砂
さ

丘
きゅう

　西南日本にも雪がふる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 44

11寒
さ む

い土地の
くらし

もっと知りたい！もっと知りたい！ 
日本の国土とくらし日本の国土とくらし もくじもくじ

はじめに

日
に

本
ほん

女
じょ

子
し

大
だい

学
がく

人
にん

間
げん

社
しゃ

会
かい

学
がく

部
ぶ

教
きょう

育
いく

学
がっ

科
か

教
きょう

授
じゅ

  田
た

部
べ

俊
と し

充
み つ

小学生のころ、住
す

んでいた千
ち

葉
ば

県
けん

から滋
し

賀
が

県
けん

の父のいなかに行ったことを、

いまでも思い出す。日本で一番大きい琵
び

琶
わ

湖
こ

に行って毎年泳
およ

いだこと、祖
そ

母
ぼ

が琵琶湖でとれたフナをごはんといっしょにつけこむフナずしをつくってく

れたこと、新
しん

幹
かん

線
せん

の米
まい

原
ばら

駅
えき

で北
ほく

陸
りく

本
ほん

線
せん

に乗
の

りかえると最
さい

初
しょ

は言
こと

葉
ば

が聞きとれ

なかったこと、正月は寒
さむ

くて雪が深
ふか

かったこと、食べる餅
もち

が丸かったこと。

いろいろな場
ば

所
しょ

があって、そこにはいろいろな人が住んでいる。行ってみ

たい、もっと知りたいと思えるすてきな場所が、この日本のなかにはたくさ

んあるよ。『もっと知りたい！　日本の国土とくらし』で、きみがそんな場所

と出会えることを願
ねが

っています。

特
とく

集
しゅう

白頁白頁
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▲１時間めは１年生。１時間めは１年生。校校
こうこう

庭庭
ていてい

にに集集
あつあつ

まったら、まずしっかり準備まったら、まずしっかり準備

体操をする。雪山は体操をする。雪山は校校
こうこう

舎舎
しゃしゃ

の２の２階階
かいかい

ぐらいの高さがある。ぐらいの高さがある。

校
こ う

庭
て い

でスキーの授
じ ゅ

業
ぎ ょ う

特と
く 

集し
ゅ
う

▲自自
じじ

分分
ぶんぶん

専専
せんせん

用用
ようよう

のスのス

キーキー板板
いたいた

などなど荷荷
にに

物物
もつもつ

をいっぱいもっをいっぱいもっ

て雪道をて雪道を登登
とうとう

校校
こうこう

。。

▲まちがえて、左まちがえて、左

右のくつを右のくつを逆逆
ぎゃくぎゃく

にはには

いてしまう子もいいてしまう子もい

る。る。

▲足をハの字の形足をハの字の形

にしてすべるようにしてすべるよう

にに習習
ならなら

う。う。

先生の先生の合合
あいあい

図図
ずず

でひとりでひとり

ずつすべる。ずつすべる。

▲３年生はこのあ３年生はこのあ

とと体体
たいたい

育育
いくいく

。。教教
きょうきょう

室室
しつしつ

の前の前

にスキーにスキー板板
いたいた

がが並並
ならなら

んん

でいる。でいる。

すべれる
ようになったよ

スキーぐつを
はくのってたいへん

階
か い

段
だ ん

ですべら
ないように

寒
さ む

い地
ち

域
い き

では、体
た い

育
い く

の授
じ ゅ

業
ぎょう

でスキーやスケー 
トを習

な ら

うところが多いよ。旭
あさひ

川
か わ

市
し

の朝
あ さ

日
ひ

小学校
は、校

こ う

庭
て い

に雪山がつくってあるんだよ。

準
じゅん

備
び

体
た い

操
そ う

すべる練
れ ん

習
しゅう

道
ど う

具
ぐ

を準
じゅん

備
び

旭
あさひ

川
かわ

市
し
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舟
ふな

遊
あそ

び、川
かわ

床
どこ

などのイベント

クリークは利
り

水
すい

・治
ち

水
すい

の役
やく

割
わり

のほか、船での
移
い

動
どう

など、むかしは交
こう

通
つう

手
しゅ

段
だん

でもありました。
その後

ご

、道
どう

路
ろ

が整
せい

備
び

され、水道が普
ふ

及
きゅう

すると、
クリークはだんだんと使

つか

われなくなっていきま

した。すると、清
せい

掃
そう

も不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

になり、人が近
ちか

寄
よ

らない場
ば

所
しょ

になっていきました。
そうした状

じょう

況
きょう

を改
かい

善
ぜん

するため、町
まち

の人たちが
力を合わせ、クリークをきれいで楽

たの

しい場
ば

所
しょ

と

して活
かつ

用
よう

する取
と

り組
く

みが始
はじ

まりました。カヤッ
ク体

たい

験
けん

などの舟遊びや、川床とよばれる場所を
つくって、飲

いん

食
しょく

店
てん

やマルシェ（野
や

菜
さい

や食
しょく

品
ひん

の市
場）などをもうけ、遊びや観

かん

光
こう

の場として、活
用されています。

大大
おおおお

勢勢
ぜいぜい

の人にマルシェにきてもらうよの人にマルシェにきてもらうよ

う、う、舟舟
ふなふな

着着
つつ

きき場場
ばば

もつくった。もつくった。
▲裏裏

うらうら

十十
じゅっじゅっ

間間
けんけん

川川
がわがわ

でカヤックやでカヤックや舟舟
ふなふな

遊遊
あそあそ

びをびを楽楽
たのたの

しむイベント。しむイベント。観観
かんかん

光光
こうこう

客客
きゃくきゃく

にも人気がある。にも人気がある。

クリークをきれいに保
たも

つには清掃がたいせつです

が、ふだん使
つか

わないところを掃
そう

除
じ

させられるのは、

いやなものです。けれど、クリークを楽
たの

しもう、使

おう、となると、清掃をする気がわいてきます。ま

た、市
し

民
みん

活
かつ

動
どう

団
だん

体
たい

では、S
エスディージーズ

DGs を学ぶ講
こう

座
ざ

と作
さ

業
ぎょう

を

組み合わせて清掃をイベントにするなど、多くの人

が参
さん

加
か

しやすいくふうをしています。

清
せ い

掃
そ う

も積
せ っ

極
きょく

的
て き

に

春と秋に、春と秋に、地地
ちち

域域
いきいき

の人たちがクリークのの人たちがクリークの

いっせい清掃をするので、町じゅうのいっせい清掃をするので、町じゅうの

クリークがきれいに保たれている。クリークがきれいに保たれている。

クリークで水とクリークで水と遊遊
あ そあ そ

ぼうぼう
クリークは、一時使

つか

われなくなりました。しかし近年では、クリーク
でのイベントがもよおされるなど、再

さい

活
かつ

用
よう

されはじめています。

イベント

佐
さ

賀
が

市
し

地
ち

域
いき

の人たちが力を合わせて、
イベントは成

せい

功
こう

！

イベントの場に

カヤック体
たい

験
けん

インタビューインタビュー

　むかしから佐
さ

賀
が

の人たちはクリークによりそってくらし

てきましたが、最
さい

近
きん

では「クリークは危
き

険
けん

」と、フェンス

が立てられます。人が近
ちか

寄
よ

れなくなると、クリークとの付
つ

き合
あ

い方がわからなくなります。道
どう

路
ろ

も危険ですが、わた

り方などをおとなが教えます。クリークの使い方も、同じ

ように身
み

につけることがたいせつです。クリークのイベン

トなどを通じて、おとなも子どもも、安
あん

全
ぜん

な使い方を知り、

この地
ち

域
いき

にしかない水
みず

文
ぶん

化
か

を楽
たの

しんでほしいと思います。

クリークの使
つ か

い方
か た

を知ってほしい

「さがクリークネット」（「さがクリークネット」（市市
しし

民民
みんみん

活活
かつかつ

動動
どうどう

団団
だんだん

体体
たいたい

）代表の）代表の川川
かわかわ

﨑﨑
さきさき

さん。さん。

▲左右に水かきがつい左右に水かきがつい

たパドル（かい）でこたパドル（かい）でこ

いでいで進進
すすすす

む。む。

24 25
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内
ない

水
すい

はんらんがおこる

台風や豪
ごう

雨
う

などで、大
たい

量
りょう

の雨がふると、川か
ら海への排

はい

水
すい

がおいつかずに、建
たて

物
もの

や地
じ

面
めん

に水
があふれてしまうことがあります。これを「内
水はんらん」といい、住

じゅう

民
みん

に大きな被
ひ

害
がい

が出ま
す。佐

さ

賀
が

平
へい

野
や

ではクリークからあふれ、市内に
たまってしまうことが、たびたびあります。
そこで、災

さい

害
がい

にそなえて、高い場
ば

所
しょ

に駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

をつくったり、水を海へ流
なが

す排水ポンプをふや
したりしています。また、水

すい

害
がい

のハザードマッ

プをつくり、住民に防
ぼう

災
さい

へのそなえをよびかけ

ています。

クリークの幅
はば

がせまくなった

　近年、集
しゅう

中
ちゅう

豪
ごう

雨
う

など大雨がふることが多くな
り、内水はんらんなどの災

さい

害
がい

も多くなっていま
す。地

ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

などの気
き

候
こう

変
へん

動
どう

が原
げん

因
いん

と考えら
れていますが、佐

さ

賀
が

平
へい

野
や

の場合、町が大きくな
り、クリークの幅がせまくなって、水をためる
量
りょう

が減
へ

ったり、排
はい

水
すい

する力が弱
よわ

くなったりした

ことも、原因のひとつと考えられています。
　クリークをほって深

ふか

くすればいいと考えるか
もしれませんが、深くすると海より低

ひく

くなって

全
ぜん

然
ぜん

流
なが

れなくなるので、役
やく

にたちません。

佐佐
ささ

賀賀
がが

市市
しし

川川
かわかわ

副副
そえそえ

町町
まちまち

大詫間は大詫間は筑筑
ちくちく

後後
ごご

川川
がわがわ

とと早早
はやはや

津津
つつ

江江
ええ

川川
がわがわ

の間にあるの間にある中中
なかなか

州州
すす

のの

南南
みなみみなみ

側側
がわがわ

（北側は（北側は福福
ふくふく

岡岡
おかおか

県県
けんけん

）。まわりを）。まわりを堤堤
ていてい

防防
ぼうぼう

でかこっているでかこっている低低
ひくひく

い土い土

地。地。

▲とくにとくに満満
まんまん

潮潮
ちょうちょう

のときには、のときには、陸陸
りくりく

のほうがのほうが低低
ひくひく

くなって、くなって、

水が海へ水が海へ流流
ながなが

れていかない。れていかない。

▲令令
れいれい

和和
わわ

元年８月、元年８月、

九九
きゅうきゅう

州州
しゅうしゅう

北北
ほくほく

部部
ぶぶ

に大に大

雨。雨。ＪＪ
ジェイアールジェイアール

ＲＲ佐賀駅佐賀駅

前も内水はんら前も内水はんら

んがおきた。んがおきた。

▲水水
すいすい

害害
がいがい

のときの避難場所は、小のときの避難場所は、小

学校の学校の屋屋
おくおく

上上
じょうじょう

のの屋屋
やや

根根
ねね

裏裏
うらうら

。外にもう。外にもう

けられている避難けられている避難階階
かいかい

段段
だんだん

で上がる。で上がる。

水水
すいすい

害害
がいがい

にそなえて、土にそなえて、土

のうを入れるのうを入れる袋袋
ふくろふくろ

、ス、ス

コップ、くい、コップ、くい、一一
いちいち

輪輪
りんりん

車車
しゃしゃ

などのなどの道道
どうどう

具具
ぐぐ

を入れを入れ

ておく。ておく。

▲早早
はやはや

津津
つつ

江江
ええ

川川
がわがわ

の堤防。海がすぐ近いので、の堤防。海がすぐ近いので、

のりのり漁漁
ぎょぎょ

船船
せんせん

がが保保
ほほ

管管
かんかん

されている。されている。

▲

日ごろからハザー日ごろからハザー

ドマップを見て、ドマップを見て、避避
ひひ

難難
なんなん

場場
ばば

所所
しょしょ

などを知ってなどを知って

おこう。おこう。

▲▲以以
いい

前前
ぜんぜん

クリークだったところがクリークだったところが住住
じゅうじゅう

宅宅
たくたく

地地
ちち

やや道道
どうどう

路路
ろろ

になり、になり、

排排
はいはい

水水
すいすい

できるできる量量
りょうりょう

がが減減
へへ

っている。っている。

川にかこまれた大
お お

詫
だ く

間
ま

の場合

クリークは浅
あさ

いものが多いのですが、

深
ふか

いクリークもあります。深いクリー

クに落
お

ちたとき、子どもがひとりで上

がることはなかなかむずかしいです。

そこで、深いクリークには、ところど

ころにはしごがそなえつけられたり、

うき輪
わ

が用意されたりしています。

クリークの事
じ

故
こ

にそなえて

大大
おおおお

詫詫
だくだく

間間
まま

小学校のすぐ小学校のすぐ横横
よこよこ

にもクリーにもクリー

クがある。クがある。

うき輪うき輪

水水
す いす い

害害
が いが い

をどうやってをどうやって防防
ふ せふ せ

ぐかぐか
佐
さ

賀
が

平
へい

野
や

は低
ひく

くて平
たい

らなので、大雨がふったときには排
はい

水
すい

がおい
つかず、陸

りく

地
ち

にたまってしまいます。災
さい

害
がい

につながることもあります。

防
ぼ う

災
さ い

佐
さ

賀
が

市
し

水がたまる

大詫間小学校

海

雨

佐
さ

賀
が

駅
えき

前
まえ

水
すい

防
ぼう

倉
そう

庫
こ

避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

堤
てい

防
ぼう

ここまで
クリークだった
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南
な

木
ぎ

曽
そ

町
まち

ではいまも

「ねこ」は、木
き

曽
そ

地
ち

域
いき

に伝
つた

わる防
ぼう

寒
かん

着
ぎ

です。そ
でがなく、ちゃんちゃんこに似

に

ていますが、前
の部

ぶ

分
ぶん

もないので動
うご

きやすく、着
き

たまま寝
ね

るこ

ともできます。「ねこ」という名前は、「ねんね
こばんてんからきている」という説

せつ

や、「着てい
る姿

すがた

が猫
ねこ

背
ぜ

に見えるから」「猫のようにあたたか
いから」という説があります。
かつて「ねこ」は、家

か

庭
てい

でつくられていまし

た。古い着
き

物
もの

をほどき、養
よう

蚕
さん

の過
か

程
てい

で出る、出
しゅっ

荷
か

できないまゆからとった真
ま

綿
わた

を中に入れるな
ど、ものが手に入りにくかった時

じ

代
だい

の人の知
ち

恵
え

がこめられています。現
げん

在
ざい

は、合
ごう

成
せい

繊
せん

維
い

の綿で
できた「ねこ」も売られており、南木曽町では
子どももおとなも愛

あい

用
よう

しています。

養蚕は養蚕は蚕蚕
かいこかいこ

をを育育
そだそだ

て、蚕がはきだしてつくるまゆて、蚕がはきだしてつくるまゆ

からから絹絹
きぬきぬ

糸糸
いといと

をとるをとる仕仕
しし

事事
ごとごと

です。蚕とは、ガのです。蚕とは、ガの一一
いっいっ

種種
しゅしゅ

のの幼幼
ようよう

虫虫
ちゅうちゅう

です。養蚕をするです。養蚕をする農農
のうのう

家家
かか

は、は、信信
しんしん

州州
しゅうしゅう

のほか、のほか、

群群
ぐんぐん

馬馬
まま

県県
けんけん

などにもあり、養蚕は、かつて日本のなどにもあり、養蚕は、かつて日本の

重重
じゅうじゅう

要要
ようよう

なな産産
さんさん

業業
ぎょうぎょう

でした。でした。

養
よ う

蚕
さ ん

とは
「ねこ」で「ねこ」で背背

せせ

中中
な かな か

があたたかいがあたたかい
木曽地域では、冬になると「ねこ」を背

せ

負
お

い、寒
さむ

さから身
み

を守
まも

りま
す。動

どう

物
ぶつ

の猫
ねこ

ではなく、むかしから愛
あい

用
よう

されてきた防
ぼう

寒
かん

着
ぎ

です。

衣
い

木
き

曽
そ

地
ち

域
いき

「ねこ」は、「ねこ」は、背背
せせ

中中
なかなか

だけにあだけにあ

てるてる防防
ぼうぼう

寒寒
かんかん

着着
ぎぎ

。。肩肩
かたかた

ひもがつひもがつ

いていて、ランドセルのいていて、ランドセルの

ようにように背背
せせ

負負
おお

う。う。

綿にはおもに２種
しゅ

類
るい

あります。もめん綿は植
しょく

物
ぶつ

か

らとる綿で、軽
かる

くてあたたかいのが特
とく

徴
ちょう

です。

真綿は蚕
かいこ

のまゆからとれる綿で、糸にならないま

ゆからつくられます。白くて光
こう

沢
たく

があり、じょうぶ

で保
ほ

温
おん

性
せい

にすぐれています。

もめん綿
わ た

と真
ま

綿
わ た

もめん綿は「ワタの木」のもめん綿は「ワタの木」の

種種
しゅしゅ

子子
しし

についたせんい。についたせんい。

着
き

ているのを
忘
わす

れるくらい軽
かる

いよ

インタビューインタビュー

 「ねこ」というと南
な

木
ぎ

曽
そ

を思いうかべますが、岡谷市で

も着ている人はいます。信
しん

州
しゅう

は寒
さむ

さがきびしく、６月ごろ

まで暖
だん

房
ぼう

をつけるので、防
ぼう

寒
かん

着
ぎ

があると安心です。ねこは

背
せ

中
なか

があたたかいし、動
うご

きやすいので、着たまま庭
にわ

仕
し

事
ごと

や

家
か

事
じ

もできます。

岡
お か

谷
や

でも「ねこ」を着
き

ています

岡谷市岡谷市在在
ざいざい

住住
じゅうじゅう

のの菊菊
きくきく

池池
ちち

さん。さん。

くわ畑

まゆ

染
そ

める

▲蚕蚕
かいこかいこ

は、くわのは、くわの葉葉
はは

を食べてを食べて育育
そだそだ

つ。つ。

▲蚕蚕
かいこかいこ

はは成成
せいせい

長長
ちょうちょう

するとすると真真
まま

っっ白白
しろしろ

なな

まゆをつくる。まゆから糸まゆをつくる。まゆから糸

やや真真
まま

綿綿
わたわた

をとりだす。をとりだす。

糸がとれないまゆか糸がとれないまゆか

ら、真綿をつくる。ら、真綿をつくる。

▲信信
しんしん

州州
しゅうしゅう

のの特特
とくとく

産産
さんさん

品品
ひんひん

の紬の紬

になる。これでになる。これで着着
きき

物物
ものもの

などをつくる。などをつくる。

▲機機
はたはた

織織
おお

りり機機
きき

をを

使使
つかつか

って、糸かって、糸か

らら布布
ぬのぬの

を織る。を織る。

▲糸にいろいろ糸にいろいろ

な色をつける。な色をつける。

真
ま

綿
わ た

に
紬
つむぎ

織
お

る
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タンクがタンクが並並
な らな ら

ぶぶ臨臨
り んり ん

海海
か いか い

工工
こ うこ う

業業
ぎ ょ うぎ ょ う

都都
とと

市市
しし

大
おお

阪
さか

湾
わん

の広大な埋
う

め立
た

て地
ち

には、石
せき

油
ゆ

化
か

学
がく

コンビナートのタンクが
並んでいます。阪

はん

神
しん

工
こう

業
ぎょう

地
ち

帯
たい

は日本でも有
ゆう

数
すう

の工業地帯です。

　堺
さかい

市
し

海ぞい海ぞい

堺市

むかしから貿
ぼ う

易
え き

の都
と

市
し

だった

堺
さかい

が商
しょう

人
にん

の町になったのは、海に面
めん

し

ているからです。当
とう

時
じ

は、品
しな

物
もの

を運
はこ

ぶの

は、船がいちばん速
はや

かったのです。

15 ～ 16 世
せい

紀
き

ごろには、国
こく

際
さい

貿
ぼう

易
えき

港
こう

と

してさかえました。中国の明
みん

や、東南ア

ジアを行き来する船が出入りして、堺は

発
はっ

展
てん

していきます。さらに、鉄
てっ

砲
ぽう

の生
せい

産
さん

をいちはやく始
はじ

めたことで、莫
ばく

大
だい

な富
とみ

を

もつ商人も生まれました。

堺の町は周
しゅう

囲
い

を堀
ほり

でかこみ、敵
てき

の侵
しん

入
にゅう

を防
ふせ

いでいました。戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

でも、大
だい

名
みょう

には支
し

配
はい

されない自
じ

由
ゆう

都市でした。

海外へ開
ひ ら

かれた港
みなと

海に面
めん

した地
ち

域
いき

では、海外から船で原
げん

材
ざい

料
りょう

を

運
はこ

びこみ、工場で加
か

工
こう

して製
せい

品
ひん

にすることがで

きます。そのため、内
ない

陸
りく

の地域よりも、港
みなと

のあ

る地域には工場が集
あつ

まりやすい特
とく

徴
ちょう

がありま

す。そのような地域を臨
りん

海
かい

工
こう

業
ぎょう

地
ち

帯
たい

といい、全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

にあります。大
おお

阪
さか

湾
わん

の周
しゅう

辺
へん

には阪
はん

神
しん

工業
地帯が広がっています。
工業地帯の中に、石

せき

油
ゆ

化
か

学
がく

コンビナートがあ

ります。それぞれの役
やく

割
わり

をもった工場が集まっ
て、連

れん

携
けい

しながら、石油を加工してさまざまな
製品をつくっています。また、鉄

てっ

鋼
こう

、機
き

械
かい

、造
ぞう

船
せん

などの工場もたくさんあります。

油
ゆ

田
でん

コンビナート

原
げん

油
ゆ

タンク

▲日本は９日本は９割割
わりわり

以以
いい

上上
じょうじょう

のの原原
げんげん

油油
ゆゆ

を、サウジアラを、サウジアラ

ビアやビアやＵＵ
ユーユー

ＡＡ
エーエー

ＥＥ
イーイー

（アラブ（アラブ首首
しゅしゅ

長長
ちょうちょう

国国
こくこく

連連
れんれん

邦邦
ぽうぽう

）、ク）、ク

ウェート、カタールなどの中東の国々かウェート、カタールなどの中東の国々か

らら輸輸
ゆゆ

入入
にゅうにゅう

している。している。写写
しゃしゃ

真真
しんしん

は、は、海海
かいかい

底底
ていてい

の油田かの油田か

ら原油をほりだしているところ。ら原油をほりだしているところ。

タンカーにタンカーに管管
くだくだ

をつないでをつないで原原
げんげん

油油
ゆゆ

をを

移移
うつうつ

して、ためておく。タンクのして、ためておく。タンクの

大きさはいろいろあって、高さ大きさはいろいろあって、高さ

25ｍほどのタンクは、７25ｍほどのタンクは、７階階
かいかい

だてだて

のビルくらいの高さ。のビルくらいの高さ。

▲タンクのタンクの屋屋
やや

根根
ねね

はは原原
げんげん

油油
ゆゆ

の上にういている。原の上にういている。原

油が油が蒸蒸
じょうじょう

発発
はつはつ

しないように しないように 

するためと、空気にふするためと、空気にふ

れてれて変変
へんへん

化化
かか

しないようにしないように

するため。するため。

▲堺堺
さかいさかい

泉泉
せんせん

北北
ぼくぼく

臨臨
りんりん

海海
かいかい

工工
こうこう

業業
ぎょうぎょう

地地
ちち

帯帯
たいたい

は、は、堺堺
さかいさかい

泉泉
せんせん

北北
ぼくぼく

港港
こうこう

に広がるに広がる石石
せきせき

油油
ゆゆ

化化
かか

学学
がくがく

コンビナート。コンビナート。連連
れんれん

携携
けいけい

してして製製
せいせい

品品
ひんひん

をつをつ

くれるように、くれるように、石石
せきせき

油油
ゆゆ

精精
せいせい

製製
せいせい

工工
こうこう

場場
じょうじょう

と、さまざまなと、さまざまな化化
かか

学学
がくがく

工工
こうこう

場場
じょうじょう

がパイプラインでつながっている。がパイプラインでつながっている。

パソコンパソコン キーボードキーボード

ペットペット
ボトルボトル

ペンペン消消
けけ

しゴムしゴム

めがねめがね

ワイシャツワイシャツ
くつくつ底底

ぞこぞこ

石
せ き

油
ゆ

からできるもの（例
れ い

）

▲

タンカーにつんタンカーにつん

で、日本までで、日本まで運運
はこはこ

ぶ。ぶ。
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家
か

具
ぐ

づくりがさかん

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

は幹
みき

がちみつなのでかたく、家具や家
の床

ゆか

にむきます。旭
あさひ

川
かわ

市
し

では、100 年以
い

上
じょう

前か
ら、たんすなどの家具をつくっていて、最

さい

近
きん

は

いすやテーブルを多くつくっています。また、
森林から樹

じゅ

木
もく

を切り出して丸太にする「製
せい

材
ざい

」
もさかんで、海外へ輸

ゆ

出
しゅつ

もしています。

▲途途
とと

中中
ちゅうちゅう

でで何何
なんなん

度度
どど

もみがく。もみがく。

▲できあがったらできあがったら

検査をする。検査をする。

▲背背
せせ

やすわるとこ やすわるとこ 

ろにろに布布
ぬのぬの

やや革革
かわかわ

をはる。をはる。

▲

１１脚脚
きゃくきゃく

ずつ組ずつ組

み立てる。み立てる。

▲

１１脚脚
きゃくきゃく

にに何何
なんなん

度度
どど

もも

のの塗塗
とと

装装
そうそう

（ぬる）（ぬる）

のの工工
こうこう

程程
ていてい

がある。がある。

▲乾乾
かんかん

燥燥
そうそう

させたら、いさせたら、い

すのすの部部
ぶぶ

品品
ひんひん

を切り出す。を切り出す。

▲ １ 年１ 年 以以
いい

上上
じょうじょう

お いお い

て、木がふくむ水て、木がふくむ水

分を乾燥させる。分を乾燥させる。

広葉樹は、広くて平
たい

らな葉
は

の樹
じゅ

木
もく

。針
しん

葉
よう

樹
じゅ

は葉が針
はり

のように細い樹木。広葉樹は針

葉樹より、育
そだ

ち方
かた

がゆっくりだが、北
ほっ

海
かい

道
どう

は寒
さむ

いので、さらに育つスピードが遅
おそ

いた

め、幹
みき

がちみつになり、かたく、重
おも

くなる。

旭旭
あさひあさひ

川川
かわかわ

市市
しし

にある家具工場では、にある家具工場では、家家
かか

具具
ぐぐ

職職
しょくしょく

人人
にんにん

さんが、さんが、

いろいろないすをつくっている。いろいろないすをつくっている。家
か

具
ぐ

ができるまで

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

とは  

乾
かん

燥
そう 切る

検
けん

査
さ

組み立て

みがく

ぬる

はる

旭
あさひ

川
かわ

の森には木がたくさんあり、適
てき

度
ど

に切らないと陽
ひ

の

光が入らずに森がだめになってしまうので、木に感
かん

謝
しゃ

しな

がら使
つか

っています。でも、切ってばかりでは木がなくなり

ます。そこで、わたしたちは木を植える「植
しょく

林
りん

活動」を続
つづ

けています。100 年後、200 年後の森づくりで、森への恩
おん

返
がえ

しです。

木を植
う

える活
か つ

動
ど う

もしています

杉杉
すぎすぎ

本本
もともと

さん（さん（旭旭
あさひあさひ

川川
かわかわ

家家
かか

具具
ぐぐ

工工
こうこう

業業
ぎょうぎょう

協協
きょうきょう

同同
どうどう

組組
くみくみ

合合
あいあい

））

良良
り ょ うり ょ う

質質
し つし つ

のの木木
も くも く

材材
ざ いざ い

はは家家
かか

具具
ぐぐ

にむくにむく
日本の森

しん

林
りん

面
めん

積
せき

の約
やく

22％が北
ほっ

海
かい

道
どう

というほど、北海道には樹
じゅ

木
もく

が
たくさんあります。その半分ほどがナラなどの「広

こう

葉
よう

樹
じゅ

」です。

製
せ い

造
ぞ う

業
ぎょう

旭
あさひ

川
かわ

市
し

加
か

工
こう

▲うすく切ったうすく切った板板
いたいた

にのりをつけてにのりをつけて重重
かさかさ

ね、ね、機機
きき

械械
かいかい

でで圧圧
あつあつ

力力
りょくりょく

をかけてをかけて曲曲
まま

げる。さげる。さ

まざまな形のまざまな形の部部
ぶぶ

品品
ひんひん

をけずり出す。をけずり出す。

いすのいすの背背
せせ

になるになる

部分。部分。
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除除
じょじょ

雪雪
せつせつ

した雪は川にした雪は川に直直
ちょくちょく

接接
せつせつ

すす

てない。ダンプカーがてない。ダンプカーが置置
おお

いい

ていった雪を、ブルドーていった雪を、ブルドー

ザーがザーが集集
あつあつ

めて山にする。めて山にする。

（（石石
いしいし

狩狩
かりかり

川川
がわがわ

／／旭旭
あさひあさひ

川川
かわかわ

市市
しし

））

寒
さむ

いときの夜中の作
さ

業
ぎょう

道
どう

路
ろ

の除
じょ

雪
せつ

をするのは、その道路を管
かん

理
り

して

いる都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

や市
し

町
ちょう

村
そん

などの自
じ

治
ち

体
たい

や国
くに

です。
除雪作業は夜中におこないます。朝、通

つう

勤
きん

や

通学をする人たちのために道路の雪を、除雪車
を使

つか

って道路のわきに寄
よ

せておくのです。
なお、自分の家から道路に出るまでの道は、

自分で雪かきをします。

雪は広い河
か わ ら

原につんでおく

道路わきの雪を運
はこ

び出
だ

す排
はい

雪
せつ

も、ほぼ毎日お
こなわなければいけない作業です。除雪した雪
をダンプカーにつんで、じゃまにならない場

ば

所
しょ

へ運びます。旭
あさひ

川
かわ

市
し

では、春になってとけるま
で、石

いし

狩
かり

川
がわ

の河原などにつんでおきます。
自分の家の雪かきをしたら、庭

にわ

につんでおく

か、業
ぎょう

者
しゃ

にたのんで運んでもらいます。

▲ロータリーロータリー除除
じょじょ

雪雪
せつせつ

車車
しゃしゃ

（右）とダンプカー（左）（右）とダンプカー（左）

はいっしょに作業をする。ダンプカーが雪ではいっしょに作業をする。ダンプカーが雪で

いっぱいになったら、すぐにいっぱいになったら、すぐに次次
つぎつぎ

のダンプカーがのダンプカーが

くる。くる。

旭
あさひ

川
かわ

市
し

で除
じょ

雪
せつ

が必
ひつ

要
よう

な道
どう

路
ろ

は約
やく

2200㎞あり、こ

れは旭川市から沖
おき

縄
なわ

までくらいの距
きょ

離
り

です。朝から

夜中までおこなっても、なかなか進
すす

みません。除雪

した雪は運
はこ

び出
だ

し、春まで河
か わ ら

原につんでおく方
ほう

法
ほう

の

ほか、下
げ

水
すい

道
どう

処
しょ

理
り

水
すい

にとかす方法もあります。除雪

と排
はい

雪
せつ

には、たくさんのお金がかかります。けれど、

地
ち

域
いき

の人たちのくらしを守
まも

るため、今日も雪とたた

かっているのです。（金
かな

盛
もり

さん／旭
あさひ

川
かわ

市
し

土
ど

木
ぼく

部
ぶ

）

毎日が雪とのたたかい

インタビューインタビュー

夜
や

間
か ん

作
さ

業
ぎょう

雪
ゆ き

堆
た い

積
せ き

場
じょう

ふきとばされた雪が
ダンプカーの荷

に

台
だい

に
つみあがっていくよ

たいへんなたいへんな除除
じ ょじ ょ

雪雪
せ つせ つ

とと排排
は いは い

雪雪
せ つせ つ

雪がつもる時
じ

期
き

には、夜中に道路の「除雪」をしています。雪を運
はこ

び出
だ

す「排雪」も、毎日のようにおこなわれるたいへんな作
さ

業
ぎょう

です。

道
ど う

路
ろ

 2

旭
あさひ

川
かわ

市
し
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